
〈
西
の
文
命
〉

京
都
加
茂
川
に
触
発

地
元
酒
匂

さ
か
わ

川
の
治
水
神
と
し
て
、
中

国
の
古
代
王
朝
で
あ
る
夏
王
朝
の
初
代

皇
帝
で
あ
る
禹
王
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

禹
は
大
禹
、
夏
禹
、
戎
禹
と
も
い
い
、

夏
王
朝
成
立
後
は
夏
后
と
名
乗
っ
た
と

い
い
ま
す
。
名
は
文
命

ぶ
ん
め
い

、
姓
は
　
。
足

柄
上
郡
開
成
町
に
は
文
命
中
学
校
と
い

う
公
立
学
校
ま
で
あ
る
の
で
す
。

南
足
柄
市
大
口
の
福
沢
神
社
内
に
文

命
東
堤
碑
と
文
命
宮
、
足
柄
上
郡
山
北

町
岸
の
岩
流
瀬
土
手
脇
に
文
命
西
堤
碑

と
文
命
宮
を
つ
く
っ
た
の
は
、
東
海
道

川
崎
宿
本
陣
名
主
を
務
め
た
民
政
家
の

田
中
丘
隅

き
�
う
ぐ

で
す
。

禹王の足跡を巡る旅
歴史好きの大脇良夫少年は、島根の高校時代に素晴らしい恩師との出会いがきっかけで

生涯の宝物・禹王と巡り会いました。禹王碑建立には、

必要条件として「治水の要衝」、

十分条件として「治水家としての禹王を知る思想家・土木家がいた」、

維持条件として「バックアップする組織の存在」が必要と主張しています。

日本の禹王碑の背後に見え隠れする、

中国、台湾、朝鮮半島と日本各地の文化交流の実相。

大脇さんの〈禹王探求〉はまだまだ続きます。

大脇 良夫
おおわき  よしお

全国禹王の碑探求家

足柄の歴史再発見クラブ顧問

1941年生まれ。慶応大学経済学部卒業後、富士フイ

ルム（株）入社、本社人事部長などを歴任。2003年

フリーになって郷土史研究に専心、2006年〈足柄の

歴史再発見クラブ〉を立ち上げ、初代会長を務める。

（株）心理技術センター客員研究員、神奈川県日中友

好協会会員。
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有
志
が
酒
匂
川
の
川
原
で
適
当
な
石
を

選
び
出
し
、
中
央
の
祠
と
組
み
合
わ
せ

て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
足
柄
の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ
〉
は
、

神
奈
川
県
西
部
を
流
れ
る
酒
匂
川
の
ほ

と
り
に
居
住
す
る
、
ご
く
普
通
の
市
民

の
集
ま
り
で
す
。
足
柄
の
郷
土
史
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
が

も
と
に
な
っ
て
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）

１
月
に
誕
生
し
、
最
初
に
小
学
生
、
中

学
生
向
け
の
副
読
本
と
し
て
『
富
士
山

と
酒
匂
川
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

副
読
本
づ
く
り
で
田
中
丘
隅
の
事
績

研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、

西
の
文
命
と
申
す
は
、
京
都
加
茂
川

の
堤
に
あ
り

東
の
文
命
と
申
す
は
、
相
州
酒
匂
川

の
堤
に
あ
り

と
い
う
記
述
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
１
８
２
９
年
（
文
政
12
）
に
行
な
わ
れ

た
酒
匂
川
の
公
儀
御
普
請
の
際
に
、
御

勘
定
役
の
関
七
郎
兵
衛
が
村
役
人
に
対

し
て
「
畏
れ
多
く
も
、
酒
匂
川
文
命
宮

の
石
碑
に
つ
い
て
、
者
ど
も
に
言
い
聞

か
す
」
と
い
う
口
上
で
説
明
し
た
く
だ

り
の
原
文
で
す
（
南
足
柄
市
史
別
編
８
史
料
89

よ
り
引
用
）。

加
茂
川
の
表
記
は
多
々
あ
っ
て
、

『
日
本
紀
略

に
ほ
ん
き
り
�
く

』（
８
１
４
年
の
項
）
で
は
鴨
川
、

『
山
城
国
風
土
記
稿
』
で
は
賀
茂
川
と

記
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
現
在
は
高

野
川
と
の
合
流
点
（
下
鴨
神
社
辺
り
）
ま
で

を
賀
茂
川
、
そ
れ
以
南
を
鴨
川
と
呼
ぶ

の
が
通
例
の
よ
う
で
す
。

禹王の足跡を巡る旅
歴史好きの大脇良夫少年は、島根の高校時代に素晴らしい恩師との出会いがきっかけで

生涯の宝物・禹王と巡り会いました。禹王碑建立には、

必要条件として「治水の要衝」、

十分条件として「治水家としての禹王を知る思想家・土木家がいた」、

維持条件として「バックアップする組織の存在」が必要と主張しています。

日本の禹王碑の背後に見え隠れする、

中国、台湾、朝鮮半島と日本各地の文化交流の実相。

大脇さんの〈禹王探求〉はまだまだ続きます。

田
中
丘
隅
（
１
６
６
２
〜
１
７
３
０
年
）

寛
文
２
年
、
武
蔵
国
多
摩
郡
平
沢
村
（
現
在
の
あ

き
る
野
市
平
沢
）
の
名
主
窪
島
（
久
保
島
と
も
）
家

の
八
郎
左
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
兵
太
夫
、

兵
庫
、
重
閭
（
し
げ
さ
と
）、
休
愚
、
休
愚
右
衛
門
、

喜
古
（
よ
し
ひ
さ
）
な
ど
と
称
す
。

窪
島
家
は
甲
斐
の
武
田
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、

武
田
氏
滅
亡
後
は
武
蔵
国
平
沢
村
に
移
り
、
農
業
と

絹
物
行
商
を
生
業
と
し
て
い
た
。
行
商
に
出
か
け
た

東
海
道
川
崎
宿
で
、
誠
実
な
人
柄
を
見
込
ま
れ
て
22

歳
の
こ
ろ
本
陣
名
主
田
中
家
に
夫
婦
養
子
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
。

隠
居
後
に
は
回
想
録
『
走
庭
記
』
を
著
し
、
14
カ

条
の
教
訓
を
子
孫
に
伝
え
た
。
翌
年
、
農
民
の
生
活

実
態
、
年
貢
徴
収
の
実
情
、
凶
作
対
策
、
治
水
策
な

ど
を
論
じ
た
『
民
間
省
要
』
全
17
巻
を
著
す
。
８
代

将
軍
吉
宗
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
１
７
２
３
年

（
享
保
８
）
江
戸
町
奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相
に
登
用

が
促
さ
れ
、
川
方
御
普
請
御
用
を
拝
命
す
る
。
荒
川
、

多
摩
川
の
治
水
、
二
ヶ
領
（
に
か
り
ょ
う
）
用
水
、

大
丸
用
水
、
六
郷
用
水
の
改
修
工
事
、
酒
匂
川
の
補

修
な
ど
を
行
な
い
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
１
７

２
９
年
（
享
保
14
）
武
蔵
国
内
３
万
石
を
管
轄
す
る

支
配
勘
定
格
（
代
官
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

文
命
宮
は
笠
石
と
ご
神
体
を
祀
る
祠

部
分
と
台
座
の
石
で
構
成
さ
れ
た
祠
で

す
。
大
口
の
文
命
宮
は
１
９
２
３
年

（
大
正
12
）
に
起
き
た
関
東
大
震
災
で
倒

壊
し
た
ま
ま
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
道
路
拡
幅
に
伴
っ
て
福
沢
神
社

が
移
転
す
る
際
に
、
地
元
有
志
の
働
き

か
け
に
よ
っ
て
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
笠
石
と
台
座
の
石

は
失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
班
目

ま
だ
ら
め

地
区
の

肖像画提供：世田谷郷土博物館
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第
１
回
禹
王
・
文
命
サ
ミ
ッ
ト
開
催

（
２
０
１
０
年
11
月
）
の
手
応
え
を
得
て
い

き
ま
し
た
。

禹
に
よ
る
日
中
の
文
化
交
流

私
は
〈
西
の
文
命
〉
に
触
発
さ
れ
、

中
国
の
治
水
神
が
足
柄
平
野
の
鎮
護
役

を
３
０
０
年
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
い
る

と
い
う
不
思
議
に
ハ
ー
ト
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
想
い
が
、
禹

王
に
つ
い
て
の
探
求
を
深
め
て
い
っ
た

の
で
す
。

禹
王
に
関
心
を
持
っ
た
理
由
の
一
つ

に
、
日
本
と
中
国
の
不
幸
な
歴
史
の
回

復
を
し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り

ま
し
た
。
１
８
９
４
年
（
明
治
27
）
の
日

清
戦
争
か
ら
始
ま
り
、
盧
溝
橋
事
件
、

太
平
洋
戦
争
を
経
て
、
１
９
７
２
年

（
昭
和
47
）
に
国
交
正
常
化
を
果
た
す
ま

で
の
78
年
の
間
に
も
、
治
水
神
で
あ
る

禹
に
よ
る
文
化
交
流
は
途
絶
え
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
す
。
実
際
、
こ
の
期

間
中
に
大
阪
・
淀
川
に
３
基
、
群
馬
・

利
根
川
上
流
の
泙
川

ひ
ら
が
わ

、
広
島
・
太
田
川

の
計
５
カ
所
に
新
た
な
禹
王
碑
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
は
４
０
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、

日
本
の
文
明
の
兄
と
し
て
多
大
な
影
響

を
与
え
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
不
幸
な

諍
い
の
結
果
、
こ
う
し
た
過
去
の
貢
献

が
霞
ん
で
し
ま
い
、
正
し
い
評
価
が
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

禹
は
そ
う
し
た
日
中
関
係
を
改
め
る
、

〈
東
の
文
命
〉
の
謂
わ
れ

幸
い
に
し
て
〈
東
の
文
命
〉
酒
匂
川

の
文
命
宮
と
石
碑
に
関
す
る
史
料
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
建
立
は
い
ず

れ
も
１
７
２
６
年
（
享
保
11
）
で
旧
暦
の

４
月
に
文
命
宮
が
つ
く
ら
れ
旧
暦
５
月

25
日
に
文
命
堤
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

時
代
は
下
り
ま
す
が
、
１
８
４
１
年

（
天
保
12
）
に
完
成
し
た
『
新
編
相
模
国

風
土
記
稿
』
に
も
「
享
保
11
年
４
月
、

文
命
堤
修
築
を
記
念
し
、
永
久
の
鎮
護

の
た
め
に
神
禹
を
祀
る
」
と
あ
り
ま
す
。

『
明
治
12
年
文
命
社
な
ど
神
社
明
細
帳
』

に
も
、
祭
神
は
「
夏
禹
王
」
と
は
っ
き

り
書
か
れ
て
い
ま
す
。
１
９
０
６
年

（
明
治
39
）
に
出
さ
れ
た
勅
令
第
２
２
０

号
「
神
社
寺
院
仏
堂
合
併
跡
地
ノ
譲
渡

ニ
関
ス
ル
件
」
に
端
を
発
し
た
神
社
の

統
廃
合
政
策
の
結
果
、
各
地
で
一
村
一

社
が
目
指
さ
れ
、
文
命
社
で
も
１
９
０

９
年
（
明
治
42
）
に
近
隣
11
社
が
合
祀
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
も
〈
夏
禹
王
〉
は

祭
神
の
一
つ
と
し
て
祀
ら
れ
続
け
て
い

ま
す
。
以
来
、
今
日
ま
で
、
東
堤
と
西

堤
の
文
命
宮
に
為
政
者
と
地
域
住
民
が

お
参
り
し
て
、
堤
防
の
安
全
と
豊
穣
を

祈
願
し
て
き
ま
し
た
。

禹
を
探
せ

〈
西
の
文
命
〉
の
存
在
と
文
命
社
の
祭

神
が
〈
夏
禹
王
〉
で
あ
る
こ
と
は
、
会

が
発
足
し
た
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
の

11
月
初
旬
に
判
明
し
た
こ
と
な
の
で
す

が
、
早
速
、
15
日
に
は
京
都
の
歴
史
博

物
館
や
土
木
事
務
所
に
赴
き
ま
し
た
。

〈
西
の
文
命
〉
加
茂
川
の
禹
王
廟
は
、

江
戸
時
代
直
前
ご
ろ
ま
で
は
鴨
川
・
四

条
橋
〜
五
条
橋
辺
に
複
数
存
在
し
た
も

の
の
、
現
在
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
の
過
程
で
高

松
・
香
東
川

こ
う
と
う
が
わ

、
大
阪
・
淀
川
、
群
馬
・

利
根
川
上
流
に
２
カ
所
、
大
分
・
臼
杵

う
す
き

川
と
合
計
５
カ
所
の
新
た
な
〈
禹
に
ま

つ
わ
る
碑
〉
を
発
見
し
た
の
で
す
か
ら
、

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

２
年
目
に
は
、
小
冊
子
『
酒
匂
川
の

治
水
神
』
が
完
成
し
、
地
元
へ
の
啓
発

活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
代
に
京
都
で
禹
王
廟
論

争
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
２
０

０
８
年
（
平
成
20
）
に
は
、
当
時
、
論
争

の
主
役
だ
っ
た
武
蔵
大
学
の
瀬
田
勝
哉

教
授
、
立
命
館
大
学
の
川
嶋
将
生
教
授
、

同
志
社
大
学
の
山
田
邦
和
教
授
に
そ
の

後
の
研
究
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た

が
、
新
た
な
進
展
は
見
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
山
梨
県
富
士
川
町
鰍

か
じ
か

沢ざ
わ

の
〈
富
士
水
碑
〉
に
禹
の
名
が
あ
る

こ
と
、
同
じ
く
富
士
川
に
禹
之
瀬
と
い

う
地
名
が
あ
る
こ
と
を
確
認
。
高
松
や

大
分
、
大
阪
、
広
島
、
群
馬
に
も
脚
を

伸
ば
し
、
現
地
視
察
を
重
ね
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
各
地
で
地
元
研
究
者
と

禹
王
へ
の
熱
い
想
い
を
語
り
合
う
中
で
、

右ページ：岩流瀬土手のそ
ばにある文命宮。大脇さん
が指を指し示している部分
には、縦に2文字ずつ「水土」

「大禹」「神祠」と刻まれて
いる。左ページ：文命宮と
並ぶ文命西堤碑。すぐ脇に
川丈六地蔵の内の1体が〈山
北岩流瀬のお地蔵さん〉と
して安置されている。



利根川

淀川

桂川

大
和
川

肱川
黒瀬川

太田川

酒匂川

臼杵川

長堂川

国
場
川

泙川

信
濃
川

片
品
川

鴨
川

宇治川
木津川

富
士
川

香
東
川

魚
成
川

11 大禹皇帝碑

20 句佛上人句碑

1 夏禹王廟

21 大禹謨

16 禹王碑

18 西田明則君之碑

6 文命宮・文命西堤碑
7 文命宮・文命東堤碑

10 富士水碑
22 禹之瀬

  5 夏大禹聖王碑

13修堤碑
14明治戌年唐崎築堤碑

17大橋房太郎君紀功碑
19治水翁碑

3 大禹謨

2 禹門山龍澤寺

8 禹稷合祀の壇

4 宇平橋碑

12 淀川洪水記念碑銘
15 淀川改修紀功碑

9 小禹廟

1 夏禹王廟　かうおうびょう
1228年（安貞2）ごろから江戸時代直前
ごろまで右岸・四条橋～五条橋付近に
存在したことが確認されている。
鴨川（京都府京都市左京区）
河川鎮護のため、中国の治水神・禹王
を祀った。現在、存在は確認されていな
いが、禹を祀った元祖の地とされる。

2 禹門山龍澤寺　うもんざんりゅうたくじ
1455年（享徳4）
魚成川 うおなりがわ
 （愛媛県西予市城川町魚成）
禹門山命名には薩摩・島津藩、豊後の
豪族・魚成家の影響があるようだが調
査中。

3 大禹謨　だいうぼ
1638年（寛永15）ごろ
香東川 こうとうがわ （香川県高松市）
現存する最古の禹王碑。治水家の西嶋
八兵衛によって建立。

4 宇平橋碑　うひいばしひ
1690年（元禄3）
長堂川 ながどうがわ
 （沖縄県島尻郡南風原町）
琉球王朝時代の建立。禹の業績を語
る橋碑が、ほぼ同時期に六つつくられた
が現存するのはこれのみ。

5 夏大禹聖王碑　かだいうせいおうひ
1719年（享保4）
淀川（大阪府三島郡島本町）
木津川・宇治川・桂川の3川が合流し
淀川となる急流地に存在。

6 文命宮・文命西堤碑
1726年（享保11）
酒匂川（神奈川県足柄上郡山北町）
文命社の祭神は「夏の禹王」。文命宮と
碑がセットで存在する。7文命宮・文命
東堤碑とともに、田中丘隅によって建立
された。

7 文命宮・文命東堤碑
1726年（享保11）
酒匂川（神奈川県南足柄市）

8 禹稷合祀の壇　うしょくごうしのだん
1740年（天文5）
臼杵川（大分県臼杵市）
治水神である禹と五穀の神である稷 
（しょく） を祀った祭壇。

9 小禹廟　しょううびょう
1753年（宝暦5）
大和川（大阪府柏原市）
大坂城代の稲垣重綱の没後100年供
養塔だが、地元では小禹廟と呼ばれ続
けてきた。

10 富士水碑
1797年（寛政9）
富士川（山梨県南巨摩郡富士川町鰍
沢）
角倉了以の功績（1607年富士川禹之
瀬開削）を顕彰した碑。

11 大禹皇帝碑
1874年（明治7）
利根川支流片品川（群馬県利根郡片品
村土出）
中国原碑（ 碑）に極めて似た、篆書
体風の77文字が刻まれる。中国からも
注目される可能性大。

12 淀川洪水記念碑銘
1886年（明治19）
淀川（大阪府大阪市都島区）
前代未聞の被害をもたらした、1885年
（明治18）の淀川大洪水を記念した碑。
淀川には、禹王の名が記された治水碑が
7碑（5、12、13、14、15、17、19）確認され
ている。

13 修堤碑
1886年（明治19）
淀川（大阪府高槻市唐崎）

14 明治戌年唐崎築堤碑
1890年（明治23）
淀川（大阪府高槻市唐崎）

15 淀川改修紀功碑
1909年（明治42）
淀川（大阪府大阪市北区毛馬）
沖野忠雄による改修工事は、1896年（明
治29）測量に着手、途中、日露戦争をは
さみながら1909年（明治42）完了した。

16 禹王碑
1919年（大正8）
利根川支流泙川 ひらがわ
 （群馬県沼田市利根町）
片品村の大禹皇帝碑との関連性などの
解明が待たれる。

17 大橋房太郎君紀功碑
1923年（大正12）
淀川（大阪府四條畷市）
淀川の治水に一生を捧げ、治水翁と呼
ばれた大橋房太郎の顕彰碑。大橋は
大阪府議会議員となって1896年 （明治
29）河川法の制定を働きかけた。

18 西田明則君之碑
1923年（大正12）
衣笠公園（神奈川県横須賀市）
西田明則による東京湾・海堡建立の業
績を、大禹治水に勝ると記す。

19 治水翁碑
1923年（大正12）
淀川（大阪府四條畷市）
治水翁 大橋房太郎の顕彰碑。

20 句佛上人句碑
1928年（昭和3）
信濃川（新潟県燕市大川津）
東本願寺23世大谷光演による「禹に勝
る業や心の花盛り」が刻まれる。

21 大禹謨
1972年（昭和47）5月
太田川（広島県広島市安佐南区佐東町）
我が国最大サイズ（縦2.3m×横3.8m）
の禹王碑。太田川河川改修を記念して
建立された。

22 禹之瀬（地名）
建立年不明
富士川（山梨県南巨摩郡富士川町）

禹王の名が記された治水碑および地名 〈足柄の歴史再発見クラブ〉提供の資料（2012 年 1月現在）をもとに編集部で作図
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う
こ
と
を
憚

は
ば
か

っ
た
の
で
す
」
と
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
張
先
生
に
謝

り
ま
し
た
。
そ
し
て
通
訳
の
人
の
気
持

ち
も
理
解
で
き
た
の
で
、
そ
の
配
慮
に

つ
い
て
も
感
謝
の
言
葉
を
表
わ
し
ま
し

た
。
少
し
緊
張
感
も
覚
え
ま
し
た
が
、

こ
の
あ
と
、
さ
わ
や
か
な
風
が
流
れ
、

お
互
い
が
近
づ
き
あ
え
た
よ
う
に
も
思

え
ま
し
た
。

実
在
が
認
め
ら
れ
た
夏
王
朝

２
０
０
０
年
（
平
成
12
）
11
月
９
日
新

華
社
通
信
は
「
中
国
の
歴
史
が
１
２
０

０
年
遡
る
」
と
報
道
し
ま
し
た
。
当
時

の
私
は
ま
だ
企
業
に
勤
め
る
一
般
人
で

し
た
が
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
釘
付
け

に
な
り
ま
し
た
。
中
国
政
府
は
中
国
第

一
線
の
研
究
者
２
０
０
名
を
擁
し
て

〈
夏
商
周
年
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
研
究
結
果
と
し
て

「
夏
代
は
紀
元
前
２
７
０
０
年
、
商
は

紀
元
前
１
６
０
０
年
、
周
は
１
０
４
６

年
に
始
ま
る
」
と
発
表
し
た
の
で
す
。

夏
商
周
年
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
華
人
民
共
和
国
の
第
９
次
５
カ
年
計
画
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
。
具
体
的
な
年
代
が
判
明
し
て
い

な
か
っ
た
中
国
古
代
の
３
代
に
つ
い
て
、
主
に
天
文

学
的
な
手
法
、
考
古
学
的
手
法
、
文
献
学
的
手
法
と

い
っ
た
多
面
的
な
視
点
か
ら
具
体
的
な
年
代
を
確
定

さ
せ
た
。

神
話
の
国
出
雲
の
出
身
の
せ
い
か
、

生
来
、
歴
史
に
興
味
が
あ
っ
た
私
は
、

伝
説
上
の
人
物
と
思
わ
れ
て
き
た
夏
王

朝
の
禹
王
に
つ
い
て
、
定
年
を
迎
え
て

時
間
に
余
裕
が
で
き
た
ら
取
り
組
み
た

い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
と
り
わ
け
胸
に
響
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

幸
い
、
地
元
の
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、

中
国
古
典
を
漁
り
、
み
つ
け
た
新
し
い

情
報
を
交
換
し
合
う
楽
し
み
も
で
き
ま

し
た
。
中
国
人
の
治
水
の
神
と
い
え
ば

禹
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
長
い
歴
史

の
中
で
、
中
国
古
代
の
思
想
家
た
ち
が
、

禹
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
き
た
の
か

は
中
国
古
典
の
基
本
で
あ
る
『
書
経
』

や
『
論
語
』
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
禹
の
位
置

づ
け
を
知
る
と
と
も
に
、
古
代
中
国
の

治
水
思
想
や
国
づ
く
り
の
思
想
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
か
ら
日
本
が
受
け
た
影
響
を
想
像

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
と
中
国
の
禹
を
結
ぶ
、

琉
球
と
朝
鮮
半
島

中
国
・
紹
興
大
禹
陵
の
〈
禹
跡
館
〉

と
い
う
史
料
館
に
は
、
中
国
全
土
の
禹

に
ま
つ
わ
る
遺
跡
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
大

地
図
が
あ
り
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
は
空

白
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
「
日
本

に
も
こ
ん
な
に
禹
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す

よ
！
」
と
知
ら
せ
た
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
し
、
近
い
う
ち
に
朝
鮮
半
島
や

台
湾
に
も
禹
を
探
し
に
脚
を
延
ば
し
た

7 禹王の足跡を巡る旅

素
晴
ら
し
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
開
成
町
町
長
の
露
木
順
一
さ

ん
と
と
も
に
法
政
大
学
の
王
敏
教
授
を

訪
問
し
、
文
命
社
の
存
在
を
報
告
し
た

と
こ
ろ
、
８
月
に
は
王
教
授
と
新
華
社

通
信
が
見
学
に
来
ら
れ
、
以
降
、
日
中

友
好
協
会
や
中
国
人
、
中
国
人
留
学
生

な
ど
の
見
学
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
に
多
く
の
仲
間
が
で
き
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
に
は
、
そ
の
仲

間
た
ち
と
中
国
本
土
に
禹
王
を
訪
ね
る

旅
を
持
つ
ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。

実
は
河
南
省
の
龍
門
（
禹
門
口
と
も
　
写

真
左
下
）
の
見
学
に
同
行
し
て
く
れ
た
張

仲
勛
さ
ん
が
話
し
て
い
る
と
き
に
、
盛

ん
に
「
リ
ー
ベ
ン
レ
ン
」
と
お
っ
し
�

る
。
中
国
行
き
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
仲

間
と
中
国
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し

た
の
で
そ
の
単
語
が
「
日
本
人
」
を
指

す
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

中
国
人
通
訳
の
口
か
ら
は
「
日
本
人
」

に
関
す
る
言
葉
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
、「
張
先
生
は
何
度
も
リ
ー
ベ
ン

レ
ン
と
お
っ
し
�
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
人
に
つ
い
て
何
か
お
っ
し
�
っ
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
質
問
し

ま
し
た
。

す
る
と
通
訳
は
「
実
は
禹
門
口
に
は

立
派
な
禹
王
廟
が
あ
っ
て
、
信
仰
す
る

人
た
ち
で
賑
わ
っ
た
の
だ
が
、
太
平
洋

戦
争
の
と
き
に
日
本
軍
が
破
壊
し
て
な

く
な
っ
た
、
と
張
先
生
は
お
っ
し
�
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
そ
れ
を
言

い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
高
松
・
栗
林

り
つ
り
ん

公
園
で
大
禹
謨

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
と
き

に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
か
ら
、
沖
縄
本
島

（
沖
縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町
）
に
宇
平
橋

う
ひ
い
ば
し

碑
の

確
認
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
薩
摩
・
島

津
家
の
影
響
か
、
琉
球
王
朝
独
自
の
文

化
に
よ
る
も
の
か
、
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
冊
封

さ
く
ほ
う

し
て
い

た
中
国
本
土
か
ら
の
影
響
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
伝
播
の
プ
ロ
セ
ス

が
わ
か
れ
ば
、
大
陸
か
ら
日
本
に
つ
な

が
る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
小
片
が
一

つ
、
は
ま
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

稲
作
や
仏
教
が
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島

を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
よ
う
に
、
禹
も

や
っ
て
き
た
の
で
す
。
仏
教
が
、
中
国

〜
朝
鮮
半
島
〜
日
本
、
と
違
う
性
質
に

変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
禹
へ
の
想
い

も
違
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
超
え
難
い
自
然
の
脅
威
に
対

し
て
、
禹
に
求
め
た
人
々
の
想
い
は
そ

れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
は
ず
で

す
。

〈
西
の
文
命
〉
京
都
・
加
茂
川
の
禹
王

廟
を
は
じ
め
、
全
国
の
碑
や
地
名
の
中

に
は
謂
わ
れ
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
も

の
も
多
く
、
謎
解
き
に
は
一
層
の
情
熱

が
鼓
舞
さ
れ
ま
す
。
謎
解
き
を
助
け
て

く
れ
る
の
は
中
国
の
圧
倒
的
な
歴
史
の

厚
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
は
違

い
を
理
解
し
な
が
ら
認
め
合
う
た
め
の

第
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

取
材：

２
０
１
１
年
９
月
26
日

大口土手そばの福沢神社に隣接した文命宮と文命東堤碑。




